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研究成果の概要（和文）：近代中国においては、さまざまな形で諸宗教間の対話が行われたが、注目されるのは
道院や同善社などの新興宗教団体が唱えた儒教・仏教・道教に加えてキリスト教やイスラム教の統合を説くいわ
ゆる五教帰一論であった。本プロジェクトは、東南アジア華人社会や植民地期ベトナム、英領マラヤにおける宗
教運動を具体的事例としてとりあげ、中国本土の宗教運動との連続性やその独自性にも留意しながら検討を加
え、五教帰一論に代表される宗教的ユニヴァーサリズム論が登場する歴史的背景を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In modern China, dialogue among various religions took place in various 
forms, but the most noteworthy was the so-called "five religions’ unification" theory, which 
advocated the integration of Christianity and Islam in addition to Confucianism, Buddhism, and 
Taoism, as advocated by new religious groups such as the Daoyuan and Tongshengshe. This project 
takes up specific examples of religious movements in Southeast Asian Chinese societies, colonial 
Vietnam, and British Malaya, and examines them with attention to their continuity with religious 
movements in mainland China as well as their uniqueness, in order to clarify the historical 
background of the emergence of the theory of religious universalism as represented by the theory of
 "five religions’ unification". 

研究分野：東洋史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究プロジェクトにおける主要な成果は、東南アジア華人社会において宗教運動の果たした社会的役割に光を
当て、1930年代に入り、道院などによる五教帰一論が登場する前提として、儒教・仏教・道教の三教合一型の宗
教運動が19世紀後半から東南アジア華人社会に浸透していたこと、そうした三教合一運動をベースとしつつ、植
民地期において、さまざまな普遍主義的理念と対話・交流を重ねる中で五教帰一論が登場していったことを明ら
かにしたことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究代表者は，フィールドワークによる資料収集や各地に残る宗教関連アーカイブズを掘り
起こす作業を重ねるなかで，従来強調されてきた対立・抗争の歴史にかわる，中国の伝統諸宗教
とキリスト教やイスラームとの宗教間対話や相互理解の諸相を明らかにすることも重要な課題
であると認識するようになった。とくに、1920年代に入って展開した，新宗教運動において儒
教・仏教・道教・キリスト教・イスラームが本来一つであるとする，単なる融合論を超えた，い
わゆる「五教合一」ないし「万教帰一」論などの宗教的ユニヴァーサリズム論がどのような歴史
的コンテキストの中で提起されていたのかを明らかにする必要があると考えるにいたった。 
 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトにおいては、以下の課題の解明を目指すこととした。 
（1）中国近代に活性化した諸宗教の交流・相互認識に光をあてることである。従来、中国近代
史においては、諸宗教の活動が個別に研究されてきたが、本プロジェクトでは、諸宗教の交流・
相互理解のあり方を検討しようとした。その際、近代に五教合一論を説いた道院などの新興宗教
団体に着目し、そうした宗教的世界観が登場する歴史的背景を検討したいと考えた。（2）近代の
新興宗教団体の活動は、中国本土のみならず、海外の華人社会、とりわけ東南アジア諸地域に広
がっている。戦後、大陸での活動が閉ざされる中、布教が認められた東南アジアにおいては今日
においてもその活動を継続している場合が少なくなく、フィールドワークやインタビューを通
じて、宗教運動とその歴史の内在的理解を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
今回のプロジェクトでは、未発掘の宗教文献や未公刊文書の調査に力を入れた。とりわけ、東南
アジア華人社会には、従来利用されることのなかった多くの宗教文献がそれぞれの教団の宗教
施設に残されており、近代の新興宗教団体の布教活動とその展開、歴史を掘り起こす上で重要な
史料を提供している。加えて、ベトナムなどのように近年、文書館の公開が進み、植民地当局の
各種報告書や収集パンフレットへのアクセスが可能になった。そこで、本プロジェクトでは、在
マレーシア、シンガポールの各種宗教施設を訪問し、またベトナムの文書館を訪問調査するとい
う方法を積極的に進めた。 
 
 
４．研究成果 
本プロジェクトで得た主要な成果は以下の通りである。 
（1）研究代表者が編者となり、本プロジェクトの成果として、『中国近代の民衆宗教と東南アジ
ア』（研文出版）を出版した（2021 年 3 月）。マレーシア、シンガポール、ベトナムで活動する
華人系宗教団体施設を訪問し、閲覧・収集した宗教文献、ベトナムや台湾に残る文書館調査をつ
うじて収集した未公開文書を掘り起こし、ユニヴァーサリズムを唱えた華人系宗教運動の成立
と東南アジアへの伝播の過程を跡づけた。 
（2）マレーシア、シンガポールなどに伝播した華人系宗教団体の施設を訪問し、各種宗教文献
の調査・写真撮影を行った。主要な訪問先は以下の通りである。 
ア）マレーシア：ペナンにおいてはベトナム明師道仏教会と系譜を同じくする大圓仏堂、先天道
帰根門派の指導者蔡飛の創設した「南島仏堂」、広東清遠県に起源を持つ「金華精舎」において
文献・碑刻調査を実施した（2019 年 9月）。 
（3）図書館・アーカイブズにおける宗教文献、植民地期宗教運動関係アーカイブズ調査。 
ア）台湾・故宮博物院図書文献館、中央研究院近代史研究所図書館等における資料調査。台北の
上記図書館において、清末～近代の宗教運動に関する清代檔案資料及び近年台湾において続々
と影印刊行されつつある民間宗教文献の調査にあたった（2018 年 12 月）。 
イ）オックスフォード大学ボードリアン図書館におけるレッグ関係アーカイブズ調査及び香港
大学所蔵ロンドン伝道会関連史料の調査。オックスフォード大学図書館においては、James Legge 
Collection を閲覧し、宣教師 が中国の現地宗教をどう見ていたか、またレッグの中国知識人観
について調査した。また香港大学図書館においてはレッグと交流を持った羅仲藩関係史料の調
査にあたった（2018 年 8月）。 
ウ）ベトナム国家図書館及びベトナム国家第２アーカイブズセンターにおける資料調査。ベトナ
ム・ハノイの国家図書館において、納本制度を通じて植民地期に収集したカオダイ教関連のパン
フレットの調査にあたった（2019 年 3月）。カオダイ教は、明師道としてベトナムに定着した華
南起源の儒仏道三教合一型の新宗教運動から派生した宗教運動であり、キリスト教を加えたシ
ンクレティズムを唱えたことで知られるが、ホーチミン市において、ベトナム国家第２アーカイ
ブズセンターに所蔵されている旧コーチシナ総督府文書を閲覧し、華人関係資料やカオダイ教



関連史料の調査を実施した（2023 年 2月）。 
エ）シンガポール 国立図書館、同国立公文書館、シンガポール国立大学中央図書館、同中文図
書館において、独自な宗教思想を有していたシンガポール海峡華人林文慶関係資料等の収集に
あたった（2019 年 3月）。 
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